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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

· ２/７（月）以降アルコールプログラム展開するにあたり、西病棟スタッフだけではスタッフ不足の為、東・北病棟にスタッフ要請協力お願いしています。要請スタッフについては業務分担表に記載してありますので、各自で確認して下さい。

· 東病棟の高橋さんが疥癬の為に欠勤しています。スタッフは疥癬についてきちんとした認識を把握し、予防に徹底して下さい。

· 明日２/６（日）９：３０から病棟内バルサン散布行います。Ａユニット散布の際には、Ａユニット患者様にはＢユニットで過ごして頂きましょう。Ｂユニット散布の際には、Ｂユニット患者様には体育館で過ごして頂きましょう。事前に患者様への説明をお願いします。来週２/１３（日）にも病棟内バルサン散布行います。今後、週１回ペースにて散布行っていく予定となっています。環境整備徹底していきましょう。

· 各プログラム担当スタッフは、下半期どのような展開をしてきたか今月中にまとめ佐藤主任に提出して下さい。

· 平　京子様～血圧高値となっています。特に拡張期が高い。現在、水銀血圧計使用し1　　　　　　日３検測定していますが、今後も水銀血圧計使用徹底していって下さい。　　　　　　患者様に体調について問いますが「大丈夫」と返答されるのみで、自覚症　　　　　　状ない様子伺えています。ふらつき等ないか観察をしながら、血圧測定に　　　　　　来られた際等には体調を問い掛けるようにしましょう。

・村松　茂治様～入浴は介助必要とせずに声掛け見守りにて行えています。洗濯に関しては、洗濯機の使用方法・洗濯の方法に対しての説明に理解乏しく洗剤を多量に入れようとしたりしています。身辺整理については、汚れた衣類と洗濯した衣類を乱雑に収納している・ゴミを床やチェストの上に捨てている・私物の乱雑収納等の問題点が見られています。スタッフ介入し衣類の整理について・ゴミの処理について・私物整頓について説明し援助しながら一緒に行っていますが、すぐに同様の問題点が見られ改善出来ずにいます。

・清川　厚子様～入浴時に見守りにて行って頂いていますが、きちんと洗う事が出来ずに全介助を要しています。入浴以外の保清面も保てずに、洗顔・歯磨き・整髪等も声掛け見守り要しています。洗濯機に対しての理解乏しく、スタッフ説明にも理解していない様子伺えます。汚れた衣類・洗濯した衣類を一緒に仕舞い込んだり、私物の乱雑収納が見られています。日中臥床傾向見られたり、朝起床出来なかったりと規則正しい生活が送れずにいます。

＊村松様・清川様の日常生活支援について

	・身辺整理
	毎日余暇時に介入し、身辺整理について説明をしながらスタッフ一緒に行う

	・更衣
	入浴前に見守りにて準備して頂き、きれいな衣類を準備しているかスタッフ確認する

	・入浴
	· 清川様１６：００～行えない部分については介助する

（現在は全介助が必要となっています）

· 村松様１６：１５～長時間入浴している事がある為、入浴前に時間の説明をする

	・洗濯
	入浴後すぐに洗濯するように説明する。洗濯について・洗濯機使用方法について説明しながら、スタッフ一緒に行う

	・整容
	起床後にモーニングケア－行うように、食後歯磨きをするように説明し、見守り行えていない部分は援助する


・２/６（日）より保清を保って頂く為、日課の把握をして頂く為、規則正しい生活が送

れるようにする事を目的に、日常生活チェックリストを導入していきます。本日２/

５（土）日常生活チェックリストについて・導入に関して説明をしています。声掛け

促しのみだけではなく、実際に患者様の傍で見守り観察していきましょう。行えてい

る部分については評価し、行えていない部分については説明をしながら援助していき

ましょう。洗濯について介入援助を必要としている為、Ａユニット洗濯機を他患者様

が使用している場合には、Ｂユニット洗濯機を使用して頂きましょう。

＜看護度評価・検討＞

・布施　邦雄様～看護度Ｃ－Ⅲ（症状は安定している・必要に応じた指導）

　　　　　　　　ホールにて踊ったりする等、気分高めの様子見られています。自らも「今週は躁状態でしたが、自分で出さないように抑えていました」とスタッフに話され、自己コントロールしている様子伺えています。また「躁状態で気分が上がっている方が楽なんです」と話されています。

　　　　　　　　自己洞察・自己コントロールしている事を評価していきましょう。

　　　　　　　　看護度は継続していきます。

・大橋　照子様～看護度Ｃ－Ⅲ（症状は安定している・必要に応じた指導）

　　　　　　　　主治医問診時に、席に着かずに立ったまま腕を組み「主治医を変えて欲しい。話はない」と話されています。理由を問うと「自分は病気ではない。薬を飲んでいてもダメ」と病識に欠けた発言されています。本日、スタッフ介入し話を伺うと「主治医に薬の事を聞きたがったが聞けなかった」と話されています。その時々に、話の内容が変わる事が見られています。また、プログラム参加等日課への遅れが見られています。声掛け促しにて参加され拒否はみられません。声掛け促すと「声を掛けないでほしい」と返答されています。

　　　　　　　　病識に欠ける発言多く聞かれていますが、薬の必要性・病気について等を説明していきましょう。日課等の遅れが見られる場合には声掛け促しをし、声を掛けないでほしいと訴えがあった場合には、日課の遅れがある事を指摘していきましょう。

　　　　　　　　看護度は継続していきます。

・駒木　学　様～看護度Ｂ－Ⅳ（断続的な観察必要・社会復帰援助）

　　　　　　　　１/３１に喫煙室から出て来られ「孫悟空にマツノミヤが連れて行かれた」と話されています。マツノミヤは誰なのか問うと「弟が警察に捕まった」と話されています。幻聴の有無を問うと「幻聴だ。聴こえてきた」と幻聴である事を話されています。以後、幻聴についての訴えはありませんが、パーカーの帽子を被りニヤニヤされる事が見られています。調子について問うと「手が振るえるけど薬の副作用なんだよ、薬のパンフレットを見ているから。服薬教室で学んだ」と副作用について理解している様子見られ、自己内省・認知出来ている様子伺えています。プログラムの時間には集団の中に居れない様子見られ、立ち歩いたりと落ち着きのない行動見られていますが、自らが好む卓球等には自主的に参加され他者との交流も見られます。以前にはＳＳＴの時間に途中退席する事がありましたが、現在は落ち着き参加する事が出来てきています。

精神症状、言動、訴えなど注目観察すると共に、幻聴の訴えがあった場合には話の内容を聞き対応していきましょう。プログラムに関しては、患者様が落ち着き参加出来るようなプログラムを提供していきましょう。

　　　　　　　　看護度はＣ－４（症状は安定している・社会復帰援助）に変更を検討します。

・村松　茂治様～看護度はＣ－Ⅱ（症状は安定している・部分的介助継続指導）となります。

・清川　厚子様～看護度はＣ－Ⅱ（症状は安定している・部分的介助継続指導）となります。

